
◆開館時間　

火曜日～金曜日　９：００～１８：００

土・日曜日　　　９：００～１７：００

◆１月の休館日　　

１日（月）～３日（水）、８日（月）、９日（火）、

１５日（月）、２２日（月）、２９日（月）、３１日（水）

おはなし会・腹話術
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１月１３日（土）１０：３０～

絵本、紙芝居
いのししクイズ

４

　この文章は、ジェイムスさん本人が日本語で書いています。

◆場所・問い合わせ　伊予市米湊７６８－２

　　　　　　　　　　☎９８３－４０５１、 ９８３－４３５３

子ども映画会

１月２７日（土）１５：００～

バンビ
風の又三郎
さるかに

日本の首都東京
　私は、１１月の下旬に、日本の首都東京に行きま

した。大きさもにぎやかさも、世界の大きな都市と

十分比較ができます。そして、東京では、未来の技

術と仰ぐ高層ビルが、伝統的な神社や庭園などと混

ざっています。都会には、歴史に関する場所と政治

的に大切な場所が自然に集まっていて、海外から旅

行しに来る人々は都会を目指します。この理由で上

京する日本人も多く、日本の文化を経験したい外国

人の観光客も自分の旅行計画を立てるときに東京で

の滞在を大切にします。

「本当の日本」
　東京では、ちらりと「本当の日本」が見えるでしょ

う。しかし、私の意見では、東京では本当の日本を

見ることはできません。

　「本当の日本」とは何かを定義することは難しい

と思いますが、異文化に興味を持っている人は、ど

うしても、その国の人の本音やその国の文化をちら

りと見るだけでなく詳しく知りたいでしょう。この

場合は、都会を出ればいいのではないでしょうか。

国際交流員

ジェイムスの

伊予市見聞録

国の代表とは？

伊予市立図書館だより

小さなまちでの国際交流
　小さいまちや村に行けば、一般の人の日常生活を

見学できるのではないでしょうか。都会を出ると自

分の国の言葉が話せる人から離れ、自分の国の料理

やいつも食べている料理からも離れ、その国の人々

の日常生活を経験できます。この状態では、周りの

人々とのコミュニケーションが避けられません。都

会と比べれば、他人に頼るしかありませんが、この

おかげで、国際交流が可能で、言葉を交わせば、自

分と相手は社会的なことでも知的なことでも新しい

ことを学ぶことができます。

伊予市での体験
　私は１年半、東京と大阪で暮らしたことがありま

すが、伊予市に来てから初めて獅子舞を見て、初め

てオリンピック選手に会いました。これからも日本

でもっと他の経験もしたいと思います。また、海外

旅行をして様々な場所に行きたいと思います。よけ

ればイギリスに行った際には、ロンドンを出て他の

まちを経験してください。

　文明はよく都市に過去・現在・未来の遺物を残し

ますが、文明は元々田舎に生まれたのではないで

しょうか。

明けまして
おめでとうございます
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◆日時　２月１１日（日）、９：００～　※小雨決行

◆場所　伊予市内１３区間（合計２４．９５ｋｍ）

◆参加資格　

《地域の部》

①市内在住者

②チーム編成は事務局にお問い合わせください。

③１チーム１３人（男子１０人、女子３人以上）とし、選

手の総年齢が３９０歳を超えること。（年齢の基準日は、

平成１９年４月１日現在）

④学生は除く（ただし、女子中学生１人、男子中学生

1 人の補強は認める。）

《一般の部》

①市内在住、在勤、在校者

②中学生以上

③１チーム１３人

◆参加料　１チーム４，０００円（少年団体は２，０００円）

保険料１人１００円

伊予市駅伝大会

◆申込方法　１月１９日（金）までに選手名簿と参加料、

保険料を添えて、中央公民館内体育協会事務局又は

上野・中村・大平地区公民館、社会教育課中山事務

所・双海事務所へ。

◆問い合わせ　中央公民館（☎９８２－５１５５）

冬の伊予路をタスキでつなぐ

参加者募集中！！

歴史資料展示のお知らせ
　１８０８（文化５）年に郡中三町（湊町・灘町・

三島町）が、郷村から独立した町として幕

府から認められたことを示す「郷町引離二

付為取替証文」や１８５４（嘉永７）年に発生

した大地震の後の町方や奉行所の対応など

を記載した「大地震記録」などの古文書を

図書館の資料展示室に展示しています。

　これらの古文書は、松山市在住の中田和

邦さんから教育委員会に寄贈され、古文書

研究家の柚山俊夫さんに解読作業をしてい

ただいたものです。

　市では、学校長の指揮監督のもと、教職員等と連

携して、障害等を有する園児・児童生徒に対し、幼

稚園や学校生活に必要と認められる支援を行う「伊

予市幼稚園保育・学校生活支援員」を募集します。

◆応募資格　小学校教諭、中学校教諭、幼稚園教諭、

保育士、養護・特殊学校教諭、保健師、看護師等の

資格を有し、幼稚園や学校教育に理解があり、配置

先へ通勤が可能な方

◆募集人数　若干名

◆任期　平成１９年４月１日から平成２０年３月末日

※教育委員会が必要と認めた場合は、再任されること

　があります。

◆賃金　市の規定による。

◆配置先　市内の幼稚園、小学校又は中学校

◆選考方法　配置が想定される幼稚園や学校等と教育

委員会が協議のうえ決定します。

◆応募方法　履歴書、資格証明書（写）を直接持参して

いただくか、郵送で下記のあて先へ提出してください。

◆募集締切　２月２８日（水）

◆申し込み・問い合わせ

伊予市教育委員会事務局学校教育課（〒７９９－３１９３ 

伊予市米湊８２１番地１３、☎９８２－１１１１、内線７２６）

※応募書類は返却しません。

※提出された関係資料は、標記以外の用途には使用しません。

＝伊予市幼稚園保育・学校生活支援員を募集します＝

① ③②

①大地震記録　②と③郷町引離二付為取替証文


